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要     旨 

緒言：双極性障害の病前気質として、Kraepelin の時代から所謂基底状態として発揚気質や循環気質が

注目されている。我々はこれまでの研究で、発揚気質の傾向が強いほど光曝露量が多いこと（Hoaki et 

al, Psychopharmacology, 2012）、循環気質の傾向が強いほど光曝露量が少ないこと (Araki et al, J 

Affect Disord, 2012)、日照量と発揚気質の程度が有意な正の相関を示すこと(Kohno et al, J Affect 

Disord, 2012, 2014)などを示しており、光と気質の関係に関する研究を蓄積している。さらに、発揚者

の光曝露量が多い理由は、同じ明るさを見ても発揚者は非発揚者よりも暗く知覚する（ので、光曝露が

多い）という仮説のもとに、発揚者と非発揚者の明暗弁別の閾値を調べたが有意差はなかった(Harada 

et al, J Affect Disord, 2013)。この時 fMRI の結果から、発揚気質と左下部眼窩前頭皮質の関連が示唆

された。今回は、明暗弁別閾から嗜好性の問題へ発展させ、発揚者は非発揚者よりも明るさを好むとい

う仮説について fMRI を用いて検討を行った。                          

研究対象及び方法：対象は右利きの健常者 34 名(男性 18 名、女性 16 名)で、Temperament Scale of 

Memphis, Pisa, Paris and San Diego Autoquestionnarie（TEMPS-A）を用いて発揚気質得点を調べ、

発揚群と非発揚群に分けた。fMRI 撮像中に 11 段階の明るさをランダムに見せ、提示された明るさが好

きかどうかを判断する課題、嫌いかどうかを判断する課題、好き嫌いの判断をせずにボタン押しのみ行 

 



うコントロール課題を設定した。課題中 fMRI にてブロックデザインで BOLD signal 効果を測定した。

さらに、下部眼窩前頭皮質の％シグナルチェンジの結果とスピアマンの相関係数を用いて検討した。 

結果と考察発揚：群は非発揚群と比較して有意に暗さを嫌い、明るさを好んだ。コントロール課題中の

左下部眼窩前頭皮質の%シグナルチェンジと発揚気質得点は、有意な負の相関を示した。発揚者は非発

揚者よりも明るさを好むという仮説は支持され、双極性障害と関連があるとされている部位の一つであ

る下部眼窩前頭皮質は発揚気質の神経基盤である可能性が示唆された。               


